
♥ ♥ ♥

平成30年10月にオープンした「ＳＡＩＴＡＭＡ出会いサポートセンター」は、現在、登録いただいている会員が
9,492人を超え、すでに結婚に向けて139組のカップルが当センターを卒業されています（R3.9.30現在）。セン
ターでは、会員を随時募集しています。

♥ SAITAMA出会いサポートセンターとは？
埼玉県、市町村、民間企業等が一体となって運営する結婚支援センターです。センターでは結婚を希望される
人の出会いから交際、結婚までを相談員と結婚支援システムによりサポートします。
センターの設置場所は、坂戸市、さいたま市浦和区、本庄市の３か所です。不定期に出張登録・相談所も開所
しています。

・お手元のスマートフォンで会員のなかから希望条件でお相手を選び、お見合いの申し込みができます。
・ＡＩが会員のなかから相性の良い相手を紹介します。
・センターの相談員が個別のお悩みに対応します。
・会員に婚活イベント・セミナー情報を配信します。

♥ サービスの特徴

16,000円（税込み・２年間有効）
※毛呂山町在住者は割引料金が適用され、11,000円です。詳しくはホームページをご覧ください。

♥ 利用登録料

■ 日時　11月26日（金）　午前10時～午後４時　※正午から午後１時を除く。

■ 場所　役場２階　204会議室

■ 定員　10人

■ 申込み　11月23日（火）までに「恋たま」ホームページ（https://www.koitama.jp）で
入会および来所の予約をお願いします。

※参加には事前予約が必要です。

♥ 出張登録会を開催します！

・結婚を希望し、自ら婚活の意思がある20歳以上の独身男女
・埼玉県内に在住、在勤または近い将来埼玉県へ移住をお考えの人
・スマートフォンをお持ちの人

♥ 入会条件

♥ 問い合わせ
ＳＡＩＴＡＭＡ出会いサポートセンター事務局　ｔ048−789−7721 ｈhttps://koitama.jp/

♥♥♥　AITAMA出会い
　　　サポートセンター（恋たま）
S
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※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 11/９（火）、11/22（月）

12/14（火）、12/27（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 11/17（水）、12/15（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 11/11（木）、12/９（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
11/２（火） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
12/８（水） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 11/30（火）、12/22（水） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 127・128

子育て相談
なんでも話してみよう

11/12（金）、12/10（金）
10 :00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）11/26（金）、12/24（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445
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医
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近
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落
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下
川
原
地
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病
気
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す
た
め
に
諸
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ゅ
ん

拝ぱ
い

し
た
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往
来
手
形
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写
し
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っ
て
い
ま

す
。

　

往
来
手
形
と
は
、
江
戸
時
代
に
庶
民
が
他
国
へ
往

来
す
る
と
き
に
携
帯
し
た
身
分
証
明
書
で
す
。
関
所

や
交
通
の
要
所
を
通
過
す
る
際
に
必
要
と
さ
れ
、
本

人
の
名
前
や
旅
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目
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の
ほ
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、
道
中
で
の
宿
の
協

力
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

下
の
写
真
は
下
川
原
村
の
伝
兵
衛
が
病
び
ょ
う

身し
ん

の
た
め

に
諸
国
の
寺
社
を
巡
拝
す
る
と
き
に
発
行
さ
れ
た
、

往
来
手
形
の
写
し
（
役
人
が
手
形
を
発
行
し
た
と
き

に
控
え
と
し
て
同
じ
文
面
を
書
い
た
も
の
）
で
す
。

手
形
に
は
関
所
の
通
行
や
宿
の
協
力
を
求
め
る
文
面

に
加
え
、
も
し
行
き
倒
れ
て
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は

現
地
の
や
り
方
で
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し
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し
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と
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か
れ
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い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
旅
の
途
中
に
行
き
倒
れ
、
現
地
で

埋
葬
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
く
、
西
戸

地
区
に
も
巡
拝
中
に
毛
呂
山
で
亡
く
な
っ
た
紀
州

（
現
在
の
和
歌
山
県
）
の
村
人
の
供
養
塔
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

伝
兵
衛
は
旅
に
出
た
３
年
後
の
文
政
７
年
（
１
８

２
４
）
に
、
寺
社
巡
拝
の
道
中
に
立
ち
寄
っ
た
伊
州

山
田
郡
（
現
在
の
三
重
県
伊
賀
市
）
で
高
熱
と
腹
痛

に
襲
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、伝
兵
衛
の
遺
体
は
往
来
手
形
に
書
か
れ
た
通
り
、

現
地
の
寺
に
て
供
養
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

命
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
神
仏
に
病
気
平
癒
を
祈

る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
で
は
な
か
な
か
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
病
気
を
治
し
た
い

と
い
う
強
い
思
い
と
、
神
仏
へ
の
畏い

怖ふ

が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

※
今
回
紹
介
し
た
往
来
手
形
の
写
し
は
、
歴
史
民
俗

資
料
館
で
開
催
し
て
い
る
後
期
企
画
展
「
病
と
毛
呂

山
の
人
々
」
に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。

往
来
手
形
の
事

　
　
　
武
州
入
間
郡
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川
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村

　
　
　
　
　
　
百
姓
　
伝
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
二
才

右
の
拙
寺
の
檀
家
で
あ
る
伝
兵
衛
は
石

大
工
の
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

病
身
の
た
め
諸
国
の
神
社
仏
閣
を
拝
礼

し
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り
、
こ
の

た
び
国
々
を
出
て
参
り
ま
し
た
。

関
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
憐
憫
を
も

っ
て（
伝
兵
衛
を
）通
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
歩
い
て
い
る
う
ち
に
日
が
暮
れ
て

困
っ
て
い
た
ら
哀
れ
み
を
も
っ
て
一
晩

宿
に
泊
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
万
が
一
行
き
倒
れ

て
死
ん
で
し
ま
っ
た
場
合
は
、
当
村
へ

は
知
ら
せ
ず
、
そ
ち
ら
の
や
り
方
で
埋

葬
し
て
く
だ
さ
い
。

下川原村 伝兵衛の往来手形の写し
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